













































































































































































































心がある」（705 名）、2 位「おもちゃ感覚で遊びたい」（364 名）、3 位「外国語の練習を
したい」（251 名）、4 位「言いたいことを言えそう」（190 名）、5 位「ペット代わりにし
て癒されたい」（148 名）、6 位「時間つぶしになる」（96 名）である。
一方、「いいえ」の人の理由（三つまで選択、6 位まで）は、1 位「意味がなくむな
しい」（572 名）、2 位「機械と話すのは気味が悪い」（316 名）、3 位「ロボット・人工知
能に関心がない」（227 名）、4 位「まともな会話になるはずがない」（170 名）、5 位「話













































































ニケーション研究のリーダーの一人、Ray L. Birdwhistell の研究成果をもとにして、人
間同士の）二者間の対話では、言葉によって伝えられるメッセージ（コミュニケーション
の内容）は、全体の 35％に過ぎず、残りの 65％は、話しぶり、動作、ジェスチャー、相手


































































































































（3） 2025 年問題とは、団塊の世代が 2025 年頃までに後期高齢者（75 歳以上）になることで、
従来、国を支えてきた団塊の世代が給付を受ける側に回るため、医療・介護福祉サービス
への需要が高まり、医療・介護費など社会保障費の急増が懸念される社会課題。


























（7） 朝日新聞夕刊・文化面、2014 年 6 月 27 日。















（10） 日本経済新聞夕刊・文化面、2014 年 9 月 30 日。























（15） 日本経済新聞朝刊・9 面、2014 年 8 月 24 日。
（16） 人間とロボットが共生する未来社会の実現に向けて、ソーシャル・ロボットにおけるシン
ギュラリティ（特異点）は近いのだろうか。シンギュラリティ（特異点）という概念を提
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